
８・９月のいちご組 

 いちご組にとって初めての夏休み。暑い暑い毎日でし

たね。どんな風に過ごしたでしょうか。久しぶりの幼稚

園で、ドキドキしながら登園するお子さんもいることで

しょう。まずは、一人一人が園生活の流れを思い出し、

身支度や弁当の準備などの基本的な生活習慣を、自信を

もって自分で進められるように援助していきます。 

また、夏休み前に楽しんでいた制作や虫探しなどをし

たり、夏休みに経験して楽しかったことをごっこ遊びの

中で再現したりしながら、先生や友達との対話を楽しめ

るようにしていきます。 

今月は、外部講師と一緒にバス遠足に行き、体験を広

げる機会もあります。学級のみんなで楽しさを共有し、

心が動いたことを遊びや生活に取り入れていきます。 

担任 竹内 雅子 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８・９月のひまわり組 

   長い夏休み、ご家庭でゆっくりとした時間を過ごせま

したか？  

楽しかったことや夏休みに経験したことなどを友達

の前で話したり、友達に質問したりする中で、「相手に

伝わるように話すこと」や「友達の話をしっかりと聞こ

うとすること」を大切にしていきます。また、夏休みの

経験を遊びに取り入れ、友達と考えを出し合いながら

進める楽しさや満足感も味わえるようにしていきま

す。 

  運動会に向けた取り組みでは、自分の力を十分に発揮

する楽しさを感じることや、友達と心や力を合わせる大

切さに気付けるようにしていきます。 

担任 廣瀬 優希 
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江東区立つばめ幼稚園 

幼稚園ＨＰ               

   ↓ 

「当たり前の日常の有り難さ」 

園長 神谷 美和子 

 

今夏は、例年通りの「猛暑」とよばれる厳しい暑さとともに、台風の襲来、局所的な豪雨、何度も繰り

返す地震の南海トラフとの関連性からの不安など、自然災害に対する備えが改めて必要であると感じま

した。 

また、この夏、驚いたことがありました。8月初旬の小名木川 

での出来事です。私はそのとき、幼児教育の研究大会で東京には 

いなかったのですが、園の先生から「小名木川が大変。魚が亡く 

なっている」という連絡が画像とともに送られてきました。画像 

を見ると、たくさんの魚が水面に重なるように浮いていました。 

いつも、こどもたちと散歩をしているときに見ている魚たち。 

悠々と泳いでいた大きな魚が無残な姿になっており胸が痛みまし 

た。このことは、ニュースとしてメディアでも取り上げられ、昨 

今の異常気象が原因かもしれないという意見もありました。そし 

て、この魚たちは私たちに何かを訴えているような気がしました。 

 

災害の備えを見直してみましょう。地震が起きたときに瞬時の動きとして、頭を守ること、倒れるもの

や落ちてきそうなものの確認、津波のときはどこに逃げるかなど、家族で確認してみてください。「減災」

という言葉もあります。災害の被害を最小限におさえるために、あらかじめ行う取り組みです。日頃から

の備えもありますが、地域とのつながりも大切です。日頃からの挨拶や声掛けなどが、いざというときの

助け合いにつながります。 

 

8月下旬の小名木川。まだ、少し匂いは残っていますが、魚たちが悠々と泳ぐ姿が戻ってきています。

当たり前の日常が、有り難く感じる今日この頃です。 

 

 
 

 


